
 

 

 

 

 

「Our Team」直訳すると「私たちのチーム」 

来年の９月にフランスで開幕するラグビーのワール

ドカップに向けて、日本代表の選手たちが掲げているテーマの一つです。「一人一人が

チームを引っ張る意識を持つ。そうすることでチームは強くなっていく」という思いが

込められています。３年前に日本でワールドカップが開催された際に掲げていた「One 

Team」から繋がるテーマであると思います。 

どちらも「チーム」を大切にしていますね。「チーム」そのもに、「目的を同じにして

活動する仲間」という意味があります。さらには、「チームプレー」「チームカラー」「チ

ーム力」、このように、チームを意識した言葉はたくさんあると思います。その中の一

つに「チームワーク」という言葉があります。「チームワークよく…」「うちのクラスは

チームワークがいい…」などと使うことがあります。みなさんは「チームワーク」で一

番大切なことは何だと思いますか？ 

もちろん、いろいろな考え方があるとは思いますが、大切なものとして、「責任」が

挙げられるのではないでしょうか。 

野球の守備で例えれば、セカンドであってもセンターであっても、それぞれ守るべき

エリアがあります。そのエリアを精一杯に守る。一人一人が「私の精一杯」で… これ

が「チームワーク」における「責任」だと思います。 

しかし、腕を一杯に伸ばしても届かない打球が来たり、難しい打球が来たりするなど、

時として「私の精一杯」を超えた状況になることもあります。その時は、近くの仲間が

カバーに入って打球を止めたり声を掛け合ったりすると思います。これが「チームワー

ク」における「助け合い」だと思います。 

「責任」と「助け合い」、これらは「チームワーク」を考えるうえで欠かせないもの

だと思います。 

「城下小学校」というチーム、「学級」というチーム、「クラスの『班』」というチー

ム、「体育のチーム」等など、学校生活を送る中でも「チームワーク」を必要とする場

がたくさんあると思います。それぞれのチームにおいて、みなさんの「責任」はどのよ

うなものでしょうか。また精一杯に「責任」を果たそうとしても、上手くいかないこと

があったり、困ったりしている友だちはいませんか？そんな時には力を貸したり声をか

けたりできるといいですね。 

「Our Team」そして「チームワーク」、大切にしたいですね。 
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